
事務事業編とは『市』の事務事業における温室効果ガス排出量の削減を図るための計画です。

（単位：ｔ-ＣＯ２） ▼淡路市CO2排出量割合

〇CO2排出量は１４，６１１トン（基準年度比６．１５％減）

〇CO2排出量の３０.０%は廃プラスチックごみの焼却、３７．３%は電気使用に伴う排出

　昨年度は廃プラスチック割合は３５．３％

〇CO2排出量減少の主な原因はごみ量の減少・プラスチック割合の縮小

区域施策編とは『市域全体』における温室効果ガス排出量の削減を図るための計画です。

▼淡路市域部門別CO2排出量 ▼淡路市域CO2排出量推計の推移

　※小数点以下非表示のため合計が合わない場合があります。

〇CO2排出量は２２２トン（基準年度比２３．７％減）

〇算定の按分に用いている淡路市の総生産額等関係指標が多くの部門で増加している

〇按分元（国、兵庫県）の二酸化炭素排出量が増加している

〇今年度のように増加する年度があるが、長い目で見ると減少傾向

淡路市地球温暖化対策実行計画状況報告

引き続き、温室効果ガス排出量の削減を推進して参りますのでご協力よろしくお願いいたします。

淡路市地球温暖化対策実行計画とは環境に配慮した事業を推進することで、地球温暖化の原因となる温室効果ガス（CO2）

の削減を目指すものです。計画の対象規模に応じて事務事業編・区域施策編に区分しています。

【区域施策編】

【事務事業編】

【令和６年度排出状況】

【令和４年度排出状況】

※直近年度が令和6年度

※直近年度が令和4年度

▼淡路市項目別CO2排出量

※小数点以下非表示のため合計が合わない場合があります。

(千t‐CO2)


